『風と共に去りぬ』再読--アイルランドのコンテキストから by 佐藤  郁
『風と共に去りぬ』再読--アイルランドのコンテキ
ストから







Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
国際地域学研究 第2 号1999 年3 月
『風と共に去りぬ』再読
－アイルランドのコンテキストからー



























*東洋 大 学国際 地域 学部 ；FacultyofRegionalDevelopmentStudies,ToyoUniversity

















































































































した という。つ まりミッチェルは、「タラ」が主人公 スカーレットに とって、神聖にして「心のふる
さと」となる場所であると考え、それにふさわしい名を探したのである。その通り、この作品 にお







までも存在するただひ とつの もの…… そのために働く価値のあ るただひとつの もの、闘い、死する
に値 する もの」（36）、「一滴で もアイルランド人 の血をひく者にとって、自分の住 む土地は母 と同じ」
（同）なのである。 ジェラルドが農園を築い たの も、祖先から受 け継いだ土地への「深い渇望」（45）
からであった、と作者は書く。5)






祖たちがジェラルドの肩の後ろに群がって」（4H ）、タラから逃 げ出すことを父 にゆるさなかったの
だと悟る。それは、「自分たちが生活し、耕作し、愛し、子供を生 んだ家 を見捨てるぐらいなら、最
後 まで戦って、わずかな土地の上で死 んでいった者たち」（同）の まぽろしであった。その晩、久し
ぶりのわが家で床に就くスカーレ ットの頭 に、子供のころから意味 もわからない まま何度 となく聞






















（30）であり、その性格は、「活力に満ち、たくまし く、粗野」（31）、「騒々し くて強情」（43 ）、「激
発しやすい」（同）ものでありながら、その下には「親切な心、いつで も思いやり深く傾 ける耳、物
惜しみしない性質がひそんで」（50）おり、典型的なアイルランド人として描かれる。
父そっくりのスカーレ ットのそのような性質をいちはや く見抜き、彼女をし ばしば「アイルラン
ド人」 と呼ぶレッド・バトラーは、彼女を心底愛し、常 にできるだけ近くにいて彼女を見守ってい
ながら、直接手を貸すようなことはしない。それは、スカーレ ットに自分の道 を自分で拓いてい く
力があることを知っているからである。スカーレットが弱気になったり、 くじ けそうになったりす
るとバトラーはわざ と彼女を挑発し、彼女のなかの不屈の根性 を奮い立 たせる。
南北戦争終結後、南軍の敗北 によって、あらゆることが南部の人間にとって不利 な世の中となる
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Re-readingGonewiththeWindfromIrishContext
KaoruSato
ThemovieGonewiththeWindhasbeenpopularallovertheworld.Irish
trais,however,werealmostomittedwhentheoriginalworkwasfilmed.Thatisthe
reasonmanydonotknowtheheroinisadaughterofanIrishimmigrant.Inthe
original.Irishattatchmenttolandisdescribedthroughherandherfather.
Theaimofthispaperistore-readthenovelfromIrishcontext,thehistoryof
governmentbyEngland,emigrationtoAmerica,andsoon.
